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一 

 



 

こ
れ
に
よ
る
と
、
二
・
四
・
五
―
Ｔ
系
除
草
剤
の
廃
棄
処
分
に
か
か
る
具
体
的
処
理
方
法
に
つ
い
て
は
、
「
一

〇
倍
量
程
度
の
土
壌
と
よ
く
混
和
し
た
う
え
、
セ
メ
ン
ト
一
、
水
〇
・
六
、
土
壌
四
～
五
の
重
量
配
分
で
練
り
合

せ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
と
し
て
ビ
ニ
ー
ル
底
の
上
に
埋
め
込
む
」
と
し
て
い
る
。 

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
五
日
、
林
野
庁
長
官
は
「
四
六
林
野
業
第
五
四
六
号
」
を
も
つ
て
「
二
・
四
・
五
―
Ｔ
系

除
草
剤
お
よ
び
有
機
塩
素
系
殺
虫
剤
等
の
廃
棄
処
分
に
つ
い
て
」
を
各
営
林
局
長
宛
通
知
し
た
。 

さ
て
、
土
に
セ
メ
ン
ト
と
水
を
混
ぜ
て
、
土
を
固
く
強
い
も
の
に
す
る
方
法
を
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
と
い
う
。
土

木
工
学
の
分
野
で
は
、
地
盤
の
支
持
力
、
沈
下
性
状
の
改
善
等
の
手
法
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
そ
の
耐
久
性
、

水
密
性
な
ど
は
、
砂
、
砂
利
、
セ
メ
ン
ト
、
水
を
混
ぜ
る
通
常
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
比
べ
、
極
め
て
劣
つ
て
い
る

と
さ
れ
て
い
る
。 

二
・
四
・
五
―
Ｔ
系
除
草
剤
の
廃
棄
処
分
に
か
か
る
具
体
的
な
処
理
方
法
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
場
合
で
も
、
砂
、
砂
利
と
い
つ
た
骨
材
は
、
文
字
ど
お
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
骨
に
相
当
し
、

そ
の
性
質
の
良
否
は
、
そ
の
ま
ま
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
性
質
に
影
響
す
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
土
木
学
会
の
示

方
書
に
お
い
て
も
、
「
骨
材
は
、
清
浄
、
強
硬
、
耐
久
的
で
、
適
当
な
粒
度
を
も
ち
、
ご
み
、
ど
ろ
、
有
機
物
、

塩
分
等
の
有
害
量
を
含
ん
で
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
通
常
、
砂
、
砂
利
な
ど
は
水
洗
い
し
て
用
い
、

有
害
物
含
有
量
の
限
度
も
決
め
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
耐
久
性
や
水
密
性
を
重
視
す
る
場
合
に
は
、
水
と
セ
メ
ン

ト
の
重
量
比
の
限
度
な
ど
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
種
々
の
規
定
は
、
長
年
に
わ
た
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
の
研
究
や
施
工
技
術
の
蓄
積
に
よ
つ
て
生

ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
つ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
久
性
、
水
密
性
は
、
い
わ
ば
保
証
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
比
べ
、
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
の
使
用
は
、
支
持
力
増
加
、
沈
下
性
の
減
少
と
い
つ
た
力
学
的
性
質
の

改
善
に
あ
り
、
練
り
混
ぜ
の
効
果
と
も
あ
い
ま
つ
て
、
耐
久
性
、
水
密
性
に
つ
い
て
は
、
第
二
義
的
な
も
の
と
な

つ
て
い
る
と
い
つ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。 

四 

 



 

一
方
、
二
・
四
・
五
―
Ｔ
系
除
草
剤
な
ど
の
枯
殺
剤
に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
こ
の
水
和
反
応
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
関
与
す
る
の
か
を
含
め
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
セ
メ
ン
ト
と
の
間
の
化
学
反
応
等
に
つ
い
て
の
学
問

的
研
究
、
知
識
や
技
術
経
験
の
蓄
積
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
セ
メ
ン
ト
は
水
と
反
応
し
て
、
い
わ
ゆ
る
水
和
反
応
を
起
こ
し
て
セ
メ
ダ
イ
ン
化
し
、
骨
材
と
骨

材
を
密
着
せ
し
め
る
が
、
こ
の
水
和
反
応
を
起
こ
す
物
質
は
、
セ
メ
ン
ト
中
に
あ
るC

aO

やSiO
2

な
ど
で
あ

る
。
い
つ
た
ん
硬
化
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
も
、
硫
酸
塩
な
ど
が
作
用
す
る
と
、C

aO

やSiO
2

が
溶
解
し
て
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
破
壊
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。 

一 

二
・
四
・
五
―
Ｔ
系
除
草
剤
の
廃
棄
処
分
に
か
か
る
具
体
的
処
理
方
法
を
、
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
方
式
に
よ
る

埋
蔵
に
よ
つ
て
い
る
が
、
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
は
元
来
、
透
水
性
が
高
く
、
通
常
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
比
べ
、
耐

久
性
、
水
密
性
と
も
信
頼
度
は
低
い
。
従
つ
て
毒
物
と
さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
含
む
除
草
剤
の
廃
棄
処
分
の 

そ
こ
で
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

五 

 



 

四 

産
業
界
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
化
学
物
質
に
つ
い
て 

三 

二
・
四
・
五
―
Ｔ
系
除
草
剤
と
セ
メ
ン
ト
と
の
化
学
反
応
に
よ
つ
て
、
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
が
破
壊
さ
れ
て
い

く
お
そ
れ
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
よ
り
も
ろ
く
な
る
お
そ
れ
は
な
い
か
。 

二 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
水
溶
性
で
は
な
い
の
か
。
水
溶
性
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
透
水
性
の
高
い
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト

に
よ
つ
て
固
め
ら
れ
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
浸
透
水
に
よ
つ
て
は
ぎ
取
ら
れ
、
流
出
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。 

2 

そ
の
う
ち
、
人
体
、
環
境
へ
の
影
響
を
、
既
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
も
の
は
い
く
つ
か
。
ま
た
、
そ
の
チ
ェ
ッ

ク
の
結
果
、
使
用
禁
止
と
な
つ
た
も
の
は
い
く
つ
あ
る
か
。 

1 

そ
の
総
数
は
い
く
つ
あ
る
か
。 

方
法
と
し
て
、
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
方
式
に
よ
る
埋
蔵
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
流
出
が
心
配
さ
れ
、
適
切
を
欠
く

と
思
う
が
ど
う
か
。 

六 

 



 

 

七 

3 
人
体
、
環
境
へ
の
影
響
の
チ
ェ
ッ
ク
は
年
間
何
件
ぐ
ら
い
行
わ
れ
て
い
る
か
。 

4 
政
府
は
企
業
内
に
立
ち
入
る
な
ど
積
極
的
に
そ
の
存
在
を
確
認
し
、
更
に
安
全
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
等
の

作
業
を
ど
の
程
度
行
つ
て
い
る
か
。 

右
質
問
す
る
。 


